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ＬＰガス用Ｕバス仕様ガスメーターの策定について 

－ガスメーター工業会統一仕様－ 

 

 

※日本ガスメーター工業会 

１． 背景・経緯 

東日本大震災以降は、電力業界ではスマートメーター導入の動きが加速化してきている。

ガス業界に於いても、「テレメータリング協議会」では、次世代の通信システムである「U

バス」及び「Uバスエア」の国内外の標準化を推進している。 

一方、従来LPガスと都市ガスの通信仕様の違いから各々専用の端末機器を開発してきた

が、係る状況下では、消費者の利便性を鑑み、LP ガスと都市ガス双方に互換性のある通信

仕様が求められている。 

そこで、日本ガスメーター工業会では、専用WGを設立して検討し、2012年4月に工業会

統一Uバス電文仕様の策定を行うこととした。 

（図－1 Uバスシステム概念図 参照） 

   

 

 

 

 

 

 

 

図－1 Uバスシステム概念図 
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２． Uバスシステム概要 

2.1 Uバスの概要 

『Uバス』とは、“ユニバーサル”や“ユビキタス”が表す『U』と、バス接続、いわゆる

“わたり接続”を表す『バス』を指し、新インターフェースを意味する略称・愛称である。 

通信速度は、9600bpsを採用しており、従来の5bit通信の200bpsと比較すると約50倍と

なる。また、パケット通信により、1 回の通信で必要な情報を電文長の制約に捉われること

なく通信することが可能となり、従来の項目毎に電文を送受信する方式に比べ通信効率が大

幅に向上する。 

さらに、固有アドレスの配布により、マイコンメータとセンター間の通信のみならず、各

種センサ、ガス機器（警報器、燃焼機器等）との通信も可能となり、通信ネットワークの構

築が可能となる。 

（表－1  Uバスと現状インターフェースの比較 参照） 

表―1 Uバスと現状インターフェースの比較 
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2.2 Uバス化のねらい 

・多様な情報の受け渡し 

 通信効率が向上することで、必然的に多くの情報の送受信が可能となる。必要な情報を要

求して情報を積み上げていくのが従来の方式であるのに対し、U バスでは与えられた情報の

中から選択する方式が可能となる。  

・標準化    

LPガスと都市ガス双方に互換性のある通信仕様の標準化を図ることで、量産化によるコス

トダウンが期待でき、重複投資を回避できる。 

標準化はハード的な部分だけでなく、ソフト面についても例えば、エネルギー消費の見え

る化、ガス機器の遠隔監視、セキュリティなど双方に共通したサービスが可能となる。   

2.3 工業会統一仕様の策定のねらい 

工業会では、過去にLP用5bit通信インターフェース仕様書を策定したが、現状では運用

面での課題改善が必要となってきている。 

そこで、現状定義されている 5bit 通信電文の U バス化と通信網を確立するための通信電

文についての統一化の両面を進めることで、U バス化に向けての骨格作りを進めることとし

た。 

 

３． 具体的な電文仕様 

3.1 電文の集約化 

従来の仕様では、メータからの応答電文に含まれる情報量の制限は7キャラクタと決まっ

ていた。そのため、メータから情報収集するためには、複数の電文を送受信する必要があっ

た。しかし、U バスでは 1 パケットに対して通常 64 キャラクタと非常に多くの情報を送る

ことが可能となった。 

また、電文構成としては、5bit 通信の各電文を目的に応じて分類した上で、それぞれの

目的に該当する内容をできる限り１つの電文の中で構成できるようにした。 

目的別の分類としては、メータ基本情報、メータ情報・設定関連、メータ状態・学習履歴

関連、メータ圧力関連、制御関連、広域端末設定情報関連などがある。 
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例えば、メータ基本情報とは、その名の通り、メータ内部の基本的な情報の分類であり、

1つの電文で指針値・セキュリティデータ・漏洩日数の3項目を一度に要求することができ

る。5bit通信では3回の通信作業を要したが、Uバスではこの様に関連する情報を効率的に

収集することが可能となった。 

（図－2 Uバス電文構成図、 図－3 電文例（5bit電文とUバス電文）参照） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

      図－2 Uバス電文構成図 
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■Ｕバス電文 

 メータ制御コード１，２，３の３電文を１電文に集約した。 

 

 

 

 

 

         図－3 電文例（5bit電文とUバス電文） 
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3.2 電文形態の互換性 

従来の電文仕様は、LP ガスと都市ガスは全く別仕様となっていた。そのため、センター

設備、通信機器など、それぞれに対応した機器を準備する必要があった。 

一方UバスはLPと都市が統一化された通信インターフェースがベースとなっており、シ

ステムの共通化は既に図られている。そこで、LP ガスの電文仕様は、都市ガス電文仕様と

互換性のある形態を検討した。 

基本として、電文の命令情報である要求（Ｒ）・設定（Ｓ）・制御（Ｃ）・応答（Ｄ）に

都市ガスと同じ情報を採用した。これによって、センター設備からメータに指示する方法が

統一されるので、センターシステムの共通化を図ることが可能となった。 

3.3 メーカ情報の採用 

従来の電文仕様は、メーカ情報を含むことは情報キャラクタの制限もあり、困難であった。

そのため、各メーカが独立して提案した機能を共有センターで運用する場合、末端に取り付

けたメータのメーカを事前に把握しておく必要があった。 

一方、Uバスでは通信情報の基本部分にメーカ情報を付加することができるので、センタ

ー側はシンプルに処理を運営することが可能となる。電文エリアについてもメーカ専用エリ

アを確保しており、電文による制約が生じない仕組みができている。 
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3.4 セキュリティ情報と設定情報 

セキュリティについては、メータの現在情報、及び、今まさに変化した情報が何であるか

のいずれも判断できるようなビット構成とした。これによって、従来相乗りによって情報が

見えにくくなっていた部分を改善することが可能となった。 

設定については、変更したい項目のみを指定する方法を採用しており、従来、事前に設定

状態を確認後、変更していた手間を改善することが可能となった。 

通信網を構築する上で必要となる広域無線に関する設定・要求に関する電文については、

都市ガス仕様との共通化を図り、取扱い性の互換性を確保した。 

 

４． 普及に向けた今後の課題 

4.1 センター設備の構築 

現在集中監視を行っているガス事業者様に於いては、Uバスシステムへの変更は、センタ

ー設備の変更を伴うため、新たに設備改修費用が発生する。 

4.2 ECHONET Lite対応 

Uバスシステムを採用した場合、UバスとECHONET Liteをどこかで変換する必要があるが、

その対応にはさまざまな方法が考えられる。具体的には、ECHONET Lite オブジェクトを実

装してプロトコル変換を行えばよいが、どこに実装するかについては、マイコンメータ、U

バス無線機、HEMS端末等が考えられ、現状では未だ方針は定まっていない。 

 

５．むすび 

Uバスシステムの普及に向けた諸課題はあるものの、この度、工業会統一Uバス電文仕様

を策定したことは、僅かながらにせよ「スマートコミュニティ」に向けての前進に繋がった

ものと考える。 

最後に、仕様検討に際しては、専門家としてオブザーバー参加いただいた皆様には深く感

謝申しあげます。 
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ＮＰＯテレメータリング推進協議会主催 ＬＰガスアイランド構想現地見学 

とＬＰガス事業発展戦略セミナー開催 

 

 

※矢崎エナジーシステム㈱ 

NPO法人テレメータリング推進協議会は２０１３年４月８日～９日に沖縄の伊江島においてＬ

Ｐガスアイランド構想現現地見学とＬＰガス事業発展戦略セミナーを開催した。 

現地見学では伊江島全戸にＬＰガス集中監視システムが導入されている様子や、風力・太陽光発

電・バイオエタノールといった再生可能エネルギー施設の見学も合わせて行い、これからの離島

におけるエネルギーの在り方について説明を受けた。 

また、矢崎エナジーシステム㈱関連施設である「イエリゾート」においてセミナーを開催し、元

経済産業省ＬＰガス保安対策室長の山中氏より「離島ＬＰガス販売事業の発展戦略、活性化策に

ついて」の講演があり、更に、矢崎エナジーシステム㈱ガス機器事業部ガス企画部の杉山部長か

ら「伊江島構造改善支援事業の概要とＬＰガスアイランド構想の目指すもの」と題して講演を実

施した。 

講演の中では、当初構想の説明から最終的に国の補助事業活用による全戸集中監視までの経過の

説明や、集中監視を用いた見守りサービスが社会福祉協議会とのコラボにより推進されているこ

とも報告した。 

今回２９名の参加者は離島におけるＬＰガスの在り方を考えると共に、ＬＰガスアイランド構想

についても理解を深めることができた。 

夜にはイエリゾートにおいて懇親会を開催し、参加者同士の交流が行われた。 

ＬＰガスアイランド構想は震災前より矢崎エナジーシステム㈱が提唱してきた「ＬＰガスで出来

ることはＬＰガスで」「ＬＰガスにこだわった島づくり」を推進していくことがＬＰガス事業者

の経営基盤強化につながるという発想であり、翌日のオプションセミナーにおいてはＬＰガス需

要開発運動を業界が推進する中、サポートする商品の説明や、災害バルク補助事業の説明を実施

した。 
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熱心に聴講する参加者 

 

山中氏（元経済産業省ＬＰガス保安対策室長） 

 

杉山氏（矢崎エナジーシステム・ガス企画部長） 

 

イエリゾート内での懇親会 

 

伊江島観光スポットの一つ（湧出；ワジー（島の重要な水源地）） 
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「イエリゾート」のご案内  

 

テレメ協ニュース愛読者の皆様にご

利用（家族旅行、グループ旅行等に）

いただけるように、下記の通りご案内

致します。宿泊施設に限りがあること

から、事前に予約を入れてからのご利

用をお勧め致します。 

 

 

 

○お問合せ先；株式会社 ジョットツーリスト  

 ℡：03-5763-3181  e-mail:jotta3@sys.yzk.co.jp 

○所在地：沖縄県国頭郡伊江村字東江前1965番地  

 電話（0980）49-5011  ﾌｧｯｸｽ（0980）49-5130 

○交通：那覇空港から本部港まで車で約120分（高速道路利用） 

本部港からカー･フェリーで30分 
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第11回定例総会開催模様 

 

 ※ テレメ協事務局 

去る4月26日（金）霞ヶ関尚友会館ビル8階会議室において、恒例の定例総会が開催されまし

た。理事並びに関係会員が一堂に集まり盛大に執り行われ、次年度事業計画・予算案をそれぞれ

承認し新事業年度の幕開けを祝った。                            

総会に引き続き、経済産業省 商務流通保安グループ ガス安全室 鈴木 一規（スズキ カズ

ノリ）氏により「最近のＬＰガス保安行政について」と題して、記念講演が行われた。         

最近のＬＰガス事故の発生状況を説明し、昨年度（平成24年度）の事故件数は前年の226件か

ら254件と28件増加し、三年連続で前年比＋10％以上増加、平成3年以降最多となった。    

現象別には「漏洩・漏洩爆発・漏洩火災」に係るものが大半をしめ（96.9％）、あとはCO中毒

に係るものであった。（3.1％）しかしながらCO中毒事故の発生件数は少なくても事故がおきた

場合は多数の死傷者を発生させる重大な結果に至る場合が多いので注意が必要である。原因別に

は、一番多かったのは一般消費者等に起因するものが75件（29.1%）、雪害等自然災害によるも

の64件（25.2%）、ＬＰガス販売事業者等に起因するものが37件（14.6%）、他の事業者による

ものが34件（13.4%）となっている。そういった中で「業務用厨房でのCO中毒事故防止の取り

組み」「保安高度化に向けた認定販売事業者」「自主保安活動の自己診断の促進（自己診断チェ

ックシートの活用）に向けた今後の対策方針への取り組み」が紹介され内容の濃い講演であった。

講演終了後は、恒例の出席者全員による懇親会となり新年度のスタートを祝った。 

 

第11回定例総会開催模様 

 

鈴木 一規氏（ガス安全室長補佐） 

 

尚、新年度役員は一部変更（自己都合）になりましたので、併せご報告いたします。 
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１．以下の方が理事を退任されます。 

 役 員 氏  名  

１ 副理事長 村上 満雄 ＮＴＴテレコン㈱ 

２ 理 事 古沢 肇 東京ガス㈱ 

３ 理 事 多田羅 能章 アズビル金門㈱ 

３ 理 事 溝口 英嗣 ㈱ＴＯＫＡＩ 

２．以下の方が理事に就任されます。 

 役 員 氏  名  

１ 副理事長 立花 研司 ＮＴＴテレコン㈱ 

２ 理 事 藤原 純 東京ガス㈱ 

３ 理 事 黛 敏夫 アズビル金門㈱ 

３ 理 事 塚口 勝弘 ㈱ＴＯＫＡＩ 

 

 

<速報>スマートコミュニティＪＡＰＡＮ2013開催模様                   

－同時開催「ワイヤレスジャパン2013」－ 

 

※テレメ協 事務局 

 去る5月29日（水）～31日（金）東京ビッグサイトにおいて開催された。サブタイトルは「次

世代エネルギーがもたらす新しい街づくりの総合展示会」と題して盛大に行われ、当協議会も三

年連続しての出展を企画、更に昨年

末のＷｉ－ＳＵＮアライアンスとの

業務提携を反映して同時開催の「ワ

イヤレスジャパン2013」にも相互相

乗りの形で出展を行った。当協議会

の今年の目玉は、ＬＰガス版Ｕバス

エア実証実験結果が良好だったこと

の報告と、Ｕバス対応端末機器の展

示、ガス版スマートメーターの自動

検針実演をおこなった。またＷｉ－
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ＳＵＮとのコラボとしてアナログ・デバイセズ㈱から「Ｕバスエア対応無線モジュール（共同開

発プロジェクト試作品）」の出展があり、標準化された仕様に準拠した無線モジュールで極小チ

ップに話題が殺到した。（共同開発；富士電機㈱、㈱村田製作所、ルネサスエレクトロニクス㈱、

アナログ・デバイセズ㈱） 

更には、5月30日（木曜）にワークショップ（セミナー形式）を開催し、事務局から「次世代

ﾃﾚﾒｰﾀﾘﾝｸﾞ通信方式 U ﾊﾞｽｴｱ電波伝搬実証実験結果について」（講師：谷合 洋（NTT ﾃﾚｺﾝ））

並びに「Wi-SUN ｱﾗｲｱﾝｽの紹介」をWi-SUNのマーケッティング部長Bhpender Virk氏により講演

が行われ、多数の来場者が熱心に聴講していた。 

 

テレメ協展示ブース模様 

 

 ワイヤレスジャパン2013展示模様 

 

谷合氏（ＮＴＴﾃﾚｺﾝ技術開発部長） 

 

Bhpender Virk氏（Wi-SUN ｱﾗｲｱﾝｽ MWG&Ops 

Chair） 
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協議会行事の報告・お知らせ等 

1/30 テレメ協ニュース「新年号」発刊 

2 月中 

企画 

スマートコミュニティ JAPAN2013 への出展企画 

（Wi－SUN ｱﾗｲｱﾝｽとのコラボ活動の一環として） 

 ※5 月 29 日（水）～5 月 31 日（金）於：東京ビッグサイト 

3/6 合同研究部会（端末仕様書・適用検証の両部会) 

場所：尚友会館 8 階会議室 

時間：１５：0０～１７：００ 

3/15 第５回ＬＰガス認定販売事業者制度見直し、在り方検討会サブワーキング 

場所：ＮＴＴﾃﾚｺﾝ本社 会議室 

時間：１３：３０～１５：００ 

3/26 第 20 回ｽﾏｰﾄﾊｳｽ研究会 

場所：高圧ガス保安協会 

時間：１４：００～１５：００ 

4/5 ｽﾏｰﾄｺﾐｭﾆﾃｨ JAPAN2013 説明会 

場所：東京ビッグサイト会議室 

時間：１４：００～１６：００ 

4/26 第 11 回定例総会 

場所：尚友会館 8 階会議室 

・定例総会  １５：００～１５：３０ 

・記念講演  １５：４０～１６：１０ 

   経済産業省 商務流通保安グループ 

   ガス安全室 室長補佐 鈴木 一規（スズキ カズノリ）様 

・懇親会   １６：２０～１８：００ 

5/15 テレメ協 ニュース「春号」編集会議 

場所：テレメ協 事務所会議室 

時間：１０：００～１２：００ 

5/16 ｽﾏｰﾄｺﾐｭﾆﾃｨ JAPAN2013 実行委員会 

場所：テレメ協 事務所会議室 

時間：１０：００～１２：００ 

5/29～ 

5/30 

ｽﾏｰﾄｺﾐｭﾆﾃｨ JAPAN2013 並びにワイヤレス JAPAN 開催 

場所：東京ビッグサイト（東・西ホール） 

時間：開催中 １０：００～１７：００ 

6 月初

旬 

テレメ協 ニュース「春号」発刊 
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6/14 第 1 回定例理事会 

場所：NTT ﾃﾚｺﾝ 本社 2F 会議室 

時間：１５：３０～１７：３０ 

6 月中

旬 

研究部会会員募集 

7 月初

旬 

第 1 回研究部会 開催予定 

 

 

【編集後記】 

梅雨に入ったにもかかわらず全く雨が降らず暑さばかりが体感され、体調の維持もさる事なが

ら水瓶は？、農作物は？等々が心配になる今日この頃です。早く梅雨らしくなるといいですね。、  

電力業界は２０２０年のスマートメーター普及を目指してスタートしました。スマートメーター

についてはガス業界がリードしていると思ってましたが、官主導で動いている状況を考えると早

晩抜き去られるのではないかと、、、我が業界も標準化そして普及と地に足の着いた行動が望ま

れます。業界が一丸となってスピーディに行動したいものです。先日スマートコミュニティ展の

講演でＭｒ.バークが言ってました“我々はまず行動する、走りながら考える、、、しかるに日

本人は走る前に考える”と、、、相当な皮肉に聞こえましたが皆さんは如何でしょうか。        

今年は標準化された技術を利用した端末が大量に出荷されると良いですね。     羅知 
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